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【はじめに】
　私は以前から“留学”というものに興味がありました。医学部での留学はこのアドバンス実習が最大のチャ
ンスだと思います。日本以外の病院を学生のうちに覗けるなんて素晴らしい機会を頂けたと思います。
【準備】
　まず夏頃に芳村先生から募集について掲示板に貼り出されます。20１５年はフランス，ドイツ，ベトナムで
募集がありました。以前から第一外科で海外実習してみたいと思っていたので応募しようと思うも，人数制
限があるのでクラスメートの動向をみたところ，ドイツは人気で，フランスに １ 枠空きがありそうだったの
で言語に不安はありましたが，芳村先生にフランスに行きたいと意志を伝えに行きました。（教授は医局に
いることが少ないので芳村先生に会うのが一番大変だった気がします）
　フランスのリヨン大学（Louis PRADEL病院cardio-vasculaire）に行けることになり，実習日程は芳村先
生が向こうの大学の教授とメールでやりとりしてくださいま
した。実習は ４ 月希望でお願いしました。理由はその後 ５ 月県
内， ６ 月大学内で実習したかったからです。（実際に行ってみ
ての感想は， ４ 月はまだ寒かった！です。朝晩の通学時は冷え
るのでコートを着用していました。雨はそこまで降りませんで
したが，暖かい時期希望なら ５ 月 ６ 月がいいと思います。）
　日程を決めるのと同時に宿についても考えなくてはなりま
せん。私たちの代でリヨン 3 代目になりまして，先輩方 2 人は
留学生用アパートを短期で借りていたとのことでした。（どのアパートか，申し込むサイトなどは聞いてい
るので行くことになった人は個人的に聞いて下さい。）私もアパートで探したのですが，結局はホームステ
イにしました。理由はいくつかあるのですが①安かった，②日本人奥さんのご家庭なので安心できた，③朝
晩の食事込み，などです。ネットでホームステイ先をみつけて，メールで予約などの連絡を行いました。奥
さんとのメールなので日本語です。
　次に航空券を予約・購入します。フランス入国にはパスポートの残存有効日数が滞在日数＋ 3 ヶ月以上必
要です。また90日以内の滞在なので基本的にはビザはいりません。航空券はあまりこだわりはなかったので
格安航空券をネッットで調べ，購入しました。早く購入した方が割引率が良い気がします。私は実家が千葉
ですので，成田—パリの往復を買いました。パリからリヨンまではTGV（電車）で移動できます。これこ
そ購入時期が早ければ半額以下の値段で購入できることもあります。
　フランスにはsimフリーのスマートフォンを持っていきました。現地でsimカードを購入し電話とインター
ネットを使えるようにしました。これによりホストファミリーとの連絡（今日は遅くなる，など）がとれま
したのであったら便利かもしれません。私はクレジットカード派なのでVISAとMASTERを １ 枚ずつ持って
いきました。小さなコンビニでもフランスではクレジットカードで買い物できます。
【生活】
①実習
　朝 ６ 時起床。朝ご飯を食べ，支度します。7 時過ぎのバスに乗って病院に行きます。8 時頃に病院に着き，
手術着に着替えます。荷物はコインロッカーを与えられているので毎日同じところを使いました。手術室に
行く手前の部屋で今日の手術を確認します（毎日 2 件から 3 ，４ 件ありました）。そのまま手術室に向かうの
ですが，フランス人は時間にルーズなのでまだ誰も手術室にいないなんて日もざらにあります。そんな日は
同じ階にあるICUに向かいます。前日手術した子がどうなっているかを確認します。患者さんの管理の仕方
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など，同じICUでも富山大学のICUとは全然違うのでおもしろ
かったです。
　患者さんが入室してから麻酔がかかるまで約 １ 時間（か，それ
以上）かかります。その間に先生方が入室されます。手術は術野
には入れません。ビデオで見学したり，優しい麻酔科の時は患者
さんの頭（麻酔科のポジション）から見学させてもらえます。手
術内容は先天性心疾患の心内修復術が多かったです。 ５ 年生の実
習では 2 週間しかいれないのに対し， ４ 週間（それも執刀医の先
生が 3 人いる！）も見学できるので，教科書に載っているような
先天性心疾患はほぼ制覇できたと思います。お昼は職員食堂に行きます。先生達と一緒だったり，私たち 2
人だけだったりします。職員食堂で食べるにはミールカードの発行が必要です（これも行くことになった人
は詳しく聞いて下さい）。午後の手術は１５時から１8時には終わります。手術が終わったら帰宅します。（実は
１9時からカンファレンスがあるのですが，すべてフランス語で行われ理解不能の 3 時間だったので， 2 回目
からは行ってません。）
　夕方も結構な時間まで明るいのでリヨン駅のショッピングモールによったりできます。１9時からご飯だっ
たのでそれまでには帰るようにしていましたが，遅くなってもご飯は用意してもらえました。
②放課後，週末
　放課後は街でプラプラしたり，お茶してから帰宅していました。週末は日帰り旅行や １ 泊旅行で南フラン
スやシャモニー（アルプス）など観光しました。またホストマザーが土曜日は毎週蚤の市に行くので連れて
行ってもらいアンティークのグラスを安く買いました。ホームステイ先には私の他に 2 人の日本人女性がい
ましたので彼女たちとフレンチディナーを食べにいったり，夜映画鑑賞したり，おしゃべりしたりとホーム
シックになっている暇はありませんでした。
【おわり】
　基本的に自由度は高く，フランス語は全く喋れなかったですが楽しく充実
した ４ 週間でした。リヨンの先生とは（若い医師であれば）英語で会話でき
ます。教授クラスの年代になると英語はほぼ通じませんでしたが，とても優
しい教授なのでなんとかなった気がします。最後にな
りますが，実習の手配から現地の先生方への連絡な
ど，芳村教授には感謝の気持ちでいっぱいです。また
海外でのアドバンス実習を支援して下さっている山
城先生と秘書さん，学務の方など，このような実習に行かせてくれてありがとうござ
いました。海外実習を通して学んだことを医者になっても必ず役に立つと思います
し，いつか今度は医者として留学したいと思っています。もし少しでもリヨンでの小
児心臓外科に興味があったら気軽に私に聞いて頂ければ嬉しいです。（バドミントン
部の子に聞けば連絡先はわかると思います）
